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トニ ・モ リス ンの 『ジ ャズ』 に お け る

「ジ ャズ」 につ いて

阪 口 瑞 穂

トニ ・モ リス ン(ToniMorrison,1931-)は 、1970年 に第一作 目の小説

を発表 して以来、92年 までのb'の 間 に6っ の小説 と1冊 のエ ッセイ集 を

刊行 して いる。 この ことか らす ると、 彼女 は比較 的寡作 な作家 であ ると言 え

よう。 しか しなが ら、 どの作品 も、文章 は磨 かれ、表現 に工夫 が凝 らされて

いて、高 い芸術性 を示 して いる。1993年 度 の ノーベル文 学賞 を受賞 したが、

新聞 によ ると、受 賞理 由は、「幻想的かっ詩的手法を駆使 し、 黒 人社 会 を通

して見た米 国の現 実をえ ぐる素晴 らしい業績 をあげた。独 自の言葉で黒人文

化 を表現 で きる第一 級 の芸術家」1)と の ことであるが、 これ は、 モ リス ンの

作 品世界 を簡潔 に表 現 した言葉 であろ う。

モ リス ンは、っ ね に新 しいものを書 きたい とい う、創作 に対す る強い意欲

と野心 を持 ってお り、 これ は小説技法 の新 しさに反映 されて いる。一作 ごと

に異 なる手法 を用 いて、異 な る世界 を構築 してお り、『ジャズ』(Jazz,1992)

で は、 メ タフィク シ ョンの実験 を試みて いる。ワ丶イ ンズは、 この小説 は メタ

フィクシ ョン的 な フィクションであると述べ、 さ らに、 ナ レー ターの役割 に

っいて次 のよ うに言及 している。

 

.  .  . she creates Jazz a metafictional fiction that commits the 

supreme transgression — it calls into question the very authority 

of authorship. She effects this with the use of a narrator as 

enigmatic and ghostly as Beloved  .  . .2)

この小説 は一人 のナ レー ターによって語 られ る。 ナ レー ターの姿 は他 の登
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場人物 か らは見え ない。 そ してナ レーターはあ らゆ る出来事、 あ らゆ る人々

の ことを見 て いて、人々が何 を考えてい るのかを予測す ることがで きるとい

う。 ナ レー ターは客観的 に出来事 を叙述 して いるようにみえなが ら、 突然 コ

メン トを さしはさむ。 た とえば、あ る男 性の過去 の物語 を述 べたあ と、 その

男性 の ことを 「嘘っ きだ、偽善者 だ。」 と コメ ン トし、 さ らに、 も う一 度別

の視点 か ら同 じ物語を語 り始め る。 また、 あるときは、 自分 の ことを 「信頼

で きない」("unreliable")と 言 い、 「誤解」を して しま った と後 悔 す る。 っ

まり、 この小 説 は、 ナ レーターによって話が紡 ぎだ されているに もかかわ ら

ず、作者 は、 小説 の中で、時々読者 にナ レーターを全面 的に信 じて はいけな

いと注意 を促 すので ある。 ナ レーターが作者 にきわめて近 い存在 であ ると考

え るな らば、 ここで はナ レーターす なわ ち作者の権威 が揺 らいでい ると言え

るであろ う。

さて、 この実験的な作品を理解す る鍵 はタイ トルにあ るよ うに思 わ れ る。

なぜ この小説 には 「ジャズ」 というタイ トルがつ け られているのであろうか。

そこで、 本論 で はこの小説 にお いて、 ジャズの形式が どのよ うに小説技 法に

取 り入れ られ ているのか、 またジ ャズの形式 を借 りることによ って どの よう

な効果が生み 出されるのか を考察 して、 この作品 の主題 を明 らかに して いき

たい。

1

まず、 小説 の冒頭 を考察す る。 「私 はあの女を知 っている」とい う、 ナレー

ターの秘密め いたささや き声で幕が開 く。

Sth, I know that woman. She used to live with a flock of birds 

on Lenox Avenue. Know her husband, too. He fell for an eigh-

teen-year-old girl with one of those deepdown, spooky loves that 

made him so sad and happy he shot her just to keep the feeling 

going. When the woman, her name is Violet, went to the funeral
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to see the girl and to cut her dead face they threw her to the 

floor and out of the  church.3)

舞台 は1926年 の ニ ュー ヨー クのハ ー レム。「あの女」 とは美容 師 を して い る

50歳 のヴ ァイオ レッ ト ・トレイシー。 この冒頭 の数行で この小説 の核 となる

事件が語 られている。っまり、化粧品のセールスを している50歳 になるジョー ・

トレイシー とい う男 が18歳 の愛人 ドーカス ・マ ンフレッ ドを射殺 す る。 その

葬式 の日、 ジ ョーの妻 の ヴァイオ レッ トは死者 の顔 をナイフで切 り裂 こ うと

す るが取 り押 さえ られ る。 この事件を中心 に して、 ジ ャズの即興 演奏 を思わ

せ るよ うに、主題 が何度 も繰 り返 され る。 ナ レー ターは、時間の流れ を無視

して、 この主題 に関す るさまざまな登場人物 の物語 を断片的 に語 る。

さて、 この小説 が ジャズの形式 を借 りて成立 しているとす るな らば、まず、

ジャズを構成 してい る基 本的な要素を理解す る必要 があろ 垢 ベ ルはジ ャズ

の特徴 と して、 コール ・ア ン ド・レスポ ンス と即興演奏 を挙 げて いる。

Like the blues, for example, jazz  uses the call-and-response pattern 

with the antiphonal relationship occuring between two solo instru-

ments or between solo and ensemble. And in jazz as in blues a 

traditional melody or harmonic framework serves as the base or 

point of takeoff for improvisational  flights  —  either solo or  col-
lective.°

ジャズの重要 な特質 はコール ・ア ン ド・レスポ ンス と即興演奏で あるが、 こ

れ らは小説 の技法 に生か されている。 冒頭 での事件 をめ ぐって、 この小説 の

3人 め主要 な登場人物 ヴァイオ レッ ト、 ジ ョー、 ドーカス ー一 が、 コー

ル ・アン ド・レスポ ンスの ように、 それぞれの立場 を、即興演奏 のよ うなモ

ノローグで表 して いる。 コール ・ア ン ド・レスポ ンス と即興演奏 は、 ア フリ

カの音楽の伝統的 な特徴で あり、最 も基本 的な形式 であ る。5)と りわ け即興

演奏 は、黒人 の自己表現の手段 として きわめて重要 であ る。6)

まず、 ヴ ァイオ レッ トのモノロー グにっいて。 ヴァイオ レッ トは夫 ジョー
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が浮気 したこ とに関 して、 その怒 りの ほこさきを愛人 ドーカスに向け る。彼

女 の怒 りは、 ジ ャズに特有 の弱強、弱強の シ ンコペ ーションの リズム にの っ

て、 ドラムの音が どん どん大 き くな るかのように、激 しさを増 し、 クライマッ

クスへ と向か う。 シ ンコペーシ ョンは、強 い拍子 か ら弱 い拍子へ と普通 の リ

ズムの強調 を移す ことで、そのオ フ ・ビー トにア クセ ン トをおき、聴 き手 が

手 をたたいた り、踊 りだ した くなるよ うな効果 を もた らす。7)シ ンコペーショ

ンは、 ジャズの基本 的な要素 で、 ア フリカの音楽 にその起源 を もっ。8)

ヴ ァイオ レッ トは夫 と ドーカスが レス トランで音楽を聴 きなが らお酒 を飲

んでいる場面 を想像 する。 ドーカスの手が テーブルの下 に滑 り込 み ジ ョーの

大腿 に触れ るのを想 像す ると、 ヴ ァイ オ レ ッ トの嫉妬 の炎 は燃 え上 が る。

("...herhand,theonethatwasn'tholdingtheglassshapedlikea

flower,wasunderthetabledrummingouttherhythmontheinside

ofhisthigh,histhigh,histhigh,thigh,thigh.. .[95])"his

thigh,histhigh,histhigh,thigh,thigh"の フ レー ズで は、"thigh"に

強勢 がおか れ るか ら弱強、弱強、弱強、強強 とな り、弱強 の リズムはシ ンコ

ペーシ ョンをな してい る。最後 の強拍 の連続 はク レッシェ ン ドの ように次第

に強 さが増 し、 ヴァイオ レッ トの嫉妬心が高 まって い くの と呼応す る。

ヴ ァイオ レッ トは資格 を持 たな い美容師であ るので注文に応 じてお客の家

に出向 きそ こで仕事 をす るのであ る。寒 さに震えなが らお客の家 を回 って仕

事を してい るの に、二人 は昼間か ら逢引 してい るのだ。"cold"と い う言葉

が強調 され、 強勢がおかれ、繰 り返 され、愛 を失 った孤独 さが示されている。

("Whereveritwas,itwascoldandIwascold...becauseitgot

thatcoldsometimesitdid[95])

た た みか けるよ うな ヴァイオ レッ トのモノローグはさ らに続 く。夫の愛人

への嫉妬心、怒 り、愛 を失 った寂 しさ、 このよ うな感情が入 り交 じって
、死

んだ女の顔を切 りっ けよ うと思 った のだ、 と小説 の冒頭の事件 のい きさっを

説 明 す る。("...maybethatiswhythebutcherknifestruck

thenecklinejustbytheearlobe."匚95])自 分 が 「選 ん だ」("chose")、
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自 分 の も の で あ っ た 夫 を 奪 っ た 女 が 許 せ な い の だ 、 と胸 の 内 を 吐 露 す る 。

("That'swhy.Andthat'swhyittooksomuchwrestlingtogetme

down,keepmedownandoutofthatcoffinwhereshewastheheifer

whotookwhatwasmine,whatIchose,pickedoutanddetermined

tohaveandholdonto,NO!"[95])動 機 を 述 べ る"That'swhy"以

下 の 文 で は 、1順 に 、"wrestling"、"down"、"down"、"coffin"、"heifer"、

"mine"
、"chose"、``out"、"have"、"on"、"NO"に 強 勢 が お か れ 、 シ ン コ

ペ ー シ ョ ン の リ ズ ム を な して い る。 さ ら に 終 わ り の"determinedtohave

andholdonto,NO!"で は 、 弱 拍 と 強 拍 の 間 隔 が 少 し ず っ 狭 ま り 、 っ ま

り ク レ ッ シ ェ ン ドの よ う に 音 量 が 増 し、 最 後 の 一 語"NO"で 怒 り が 爆 発 す

る。

ヴ ァイ オ レ ッ トの モ ノ ロ ー グ に 呼 応 す る よ う に ジ ョ ー の モ ノ ロ ー グ が 始 め

られ る。 ジ ョ ー は ドー カ ス に 対 す る 深 い 愛 を 情 熱 的 に 告 白 す る。 彼 は、 ドー

カ ス の 望 む も の は 何 で も与 え よ う と 、 熱 っ ぽ く語 り出 す 。

Just for you. Anything just for you. To bite down hard, chew 

up the core and have the taste of red apple skin to carry around 

for the rest of my life. In Malvonne's nephew's room with the 

iceman's sign in the window. Your first time. And mine, in a 

manner of speaking. For which, and I will say it again, I would 

strut out the Garden, strut! as long as you held on to my hand, 

girl. Dorcas, girl, your first time and mine. I chose you.  (134-
35)

「選んだ」("chose")と い う言葉 は、 ヴァイオ レッ トのモ ノ ロー グに もあ っ

たが、 この両者 の言葉 は、妻 と夫 が互 いに互 いを選 んでいない、二人 のすれ

ちが いを際立たせて いる。 また、 ジョー は、 「りん ご」("apple")や 「楽

園」("Garden")と い う言葉 を使 っているが、彼 にとって ドーカスは禁 断 の

木の実の ようなもので、 それを食べて罪 を犯 したか らには、 「楽 園」 を 自 ら

出て い くと言 う。
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「りん ご」、 「楽園」 とい う言葉 はさ らに別 のイメー ジと結 びつ く。 最初 に

ジ ョーと ドーカスが出会 った場所 は美 しい花が咲 き乱 れ る森 の中で あ って 、

その森 は 「楽園」 にた とえ られてい る。 さ らに、 その森 はニ ュー ヨー クにあ

るのだが、そ れは故郷の ヴァー ジニ アの森を ジ ョーに思 い起 こさせ る。1920

年 代 には何万人 もの黒人が南部 か らハー レムへ と移住 し、 ジョー もその一人

で あるが、彼 は故郷 ヴァー ジニ アすなわち 「楽園」 への思 いを断 ち切 ること

がで きな い。 故郷 の光景 を思 い出す とき、 そ こにはやは り 「りん ご」 の木 が

現れ る。 ナ レーター は、都会 に出て きた ら、 やがてあの故郷 の小川 や 「りん

ご」 の木 を忘 れて しま うだろ うと危惧 す る。("lnnotimeatallhefor-

getslittlepebblycreeksandappletrees..."[34])ジ ョーが愛 して

やまない南部 も、黒人 に とっては決 して住 みやす いと ころで はない。多 くの

黒人 は希望 を胸 に抱 いて北部へ と移住す るのだ。第一次世界大戦が終 わ って

数年 たち、ハ ー レムの街 は活気 に満 ち てい る。("Herecomesthenew.

Lookout.Theregoesthesadstuff.Thebadstuff.Thethings-

nobody-could-helpstuff。"[7])こ の 小説 では北部 と南 部、 あ るい は都 市

と田舎 の対比 がっ ねになされて お り、 それ ぞれの生活が過去か ら現在 にいた

るまで黒人 に どのよ うな影響を与えて いるか を一っの テーマと して取 り上げ

ている。

3番 目に取 り上 げるのは、 ジ ャズの即興演奏の ような、 一人称 で語 られ る

ドーカスのモノローグで ある。 ジャズの基本要素の一 つ に リブ(お そ らくリ

フ レイ ンの略語)と いう短 い旋 律の繰 り返 しがあ るが、 ドーカ スのモ ノロー

グには リブの ような同 じフ レー ズの繰 り返 しが見 られる。 ダンス ・パーティー

で、 ドー カスは、彼女 に別 れを告げ られた ジ ョーが きっと彼女 を探 しにや っ

て くると確信 して、新 しい若い恋人 の腕 に抱 かれて踊 る。彼女 の語 りは叙情

的で哀調 を帯 びてお り、"heiscomingforme"と い うフ レー ズが悲 しく

響 きわた る。

ドーカ スの モノロー グは、 「彼 は私 のと ころに来 る。」 とい う文 で始 まる。

("`Heiscomingforme.IknowheisbecauseIknowhowflathis
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eyeswentwhenItoldhimnotto.Andhowtheyracedafterward.'"

[189])ジ ョ ー に 別 れ る理 由 を 聞 か れ た と き に 彼 女 が ど う 答 え た か と い う 過

去 の 出 来 事 が 語 ら れ た の ち、 モ ノ ロ ー グ は ダ ン ス を し て い る 物 語 の 現 在 に 戻

る 。 時 間 が 現 在 に 戻 っ た 指 標 と し て 、"heiscomingforme"の2度 目 の

リ ブ が 現 れ る 。("`Buthe'scomingforme.Iknowit.He'sbeenlook-

ingformeallover.Maybetomorrowhe'llfindme.Maybetonight.

Wayouthere;allthewayouthere.'"[190])3度 目 の リ ブ が さ し は さ

ま れ 、4度 目 の リ ブ は 悲 劇 の 前 兆 と な る 。 新 し い 恋 人 の 腕 に 抱 か れ て い て も

な お 、 ドー カ ス の 心 は ジ ョー に 向 け ら れ て お り、 彼 が 自 分 の 姿 を 見 て 嫉 妬 に

狂 う様 子 を 想 像 す る。("`Heiscomingforme.Andwhenhedoeshe

willseeI'mnothisanymore.1'mActon'sandit'sActonIwantto

please.'"[191])こ の リ ブ の 直 後 に、 ドー カ ス の 予 想 ど お り ジ ョ ー は 現 れ 、

別 の 男 と一 緒 に い る ドー カ ス を 見 て 、 彼 女 を 射 殺 した こ と が 暗 示 さ れ る。 彼

女 の モ ノ ロ ー グ か ら、 冒 頭 の 事 件 で な ぜ ジ ョ ー が 愛 人 を 射 殺 した か が 明 ら か

に な る 。 ま た 、"heiscomingforme"と い う フ レ ー ズ の リ ブ に よ っ て 、

悲 劇 の 瞬 間 が 刻 一 刻 と 迫 っ て く る様 子 が 、 臨 場 感 を 生 み な が ら劇 的 に 表 現 さ

れ て い る 。

II

リブ は単 にフ レーズの レヴェル にとどまらない。冒頭の事件でヴァイオ レッ

トの 「狂 気」が示 され るが、 ヴ ァイオ レットの母親 もジ ョーの母親 も 「狂人」

で あ り、小説 の中 で 「狂気」 の旋律が繰 り返 し奏で られ る。 ヴァイオ レッ ト・

の 「狂気」 は"craziness"あ る い は"crack"と い う言葉 で表 され て い る。

("JoeneverlearnedofViolet'spubliccrazinesses.Herprivate

cracks,however,wereknowntohim."[22])死 人 の顔 を切 り裂 くとい

う異常な行動 をお こ した り、"Iloveyou"と 言 うオ ウムにだ け話 しか け、

誰 とも口をきか ないヴ ァイオ レッ ト。 また、夫が留守の とき5人 の子供 を残 ・
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して井戸 に飛 び込 み自殺 をするヴ ァイオ レッ トの母親。 そ して ジ ョーの母親

は"Wild"と 呼 ばれ、獣 のよ うに森の奥深 くに住み、 言 葉 を話 さず、 子 供

を育て る能力がな くて息子 を産んで捨てて しまう。

これ らの女性を 「狂気」へ と追い詰 めたの は何であ るのか。 モ リス ンは簡

単 に答えを提示 して は くれない。 モ リス ンは、断片 的に示 したい くっ ものエ

ピソー ドか ら読者が必要 と思われ る情報 を選 んでっな ぎあわせ、物語 を再 構

築す ることを要求 してい るよ うに思 われ る。 この小説 では、 さまざまなエ ピ

ソー ドが時間 の流 れを無視 して断片 的に並 べ られているが、 ジ ャズの リブの

よ うな技法 は、 エ ピソー ドとエ ピソー ドをっなぎあわせ る手掛か りを読者 に

与 えて くれ る。

例え ば、「狂気」 の リブに関連 して 「沈黙」 の リブがあ る。 ヴ ァイ オ レッ

トは始めか ら無 口であったわ けで はな い。 ハ ー レムに住 んで何年 かた って変

わ って しまう。っ ま り彼女の,「狂 気」 は夫 の浮気以 前に始 まって い るの だ。

妻が夫 に口を きか な くな ることが夫を別 の女性へ と向か わせ る こと にな る。

("Overtimehersilencesannoyherhusband,thenpuzzlehimand

finallydepresshim。"[24])ヴ ァイオ レッ トの 「沈 黙」 は、 ジ ョーに彼 の

母親 の 「沈黙」 を思 い起 こさせる。 ジョーは、 自分 の両親が 「跡形 もな く消

えた」("theydisappearedwithoutatrace"[124])と 育 て の親 か ら聞 か

されたので ジ ョー ・トレース と名乗 る ことに決 める。彼 は両親の手掛か りを

捜 し求 める、っ ま り"trace"す る ために旅 に出る。 や っ との ことで森 の中

で息を ひそめて隠 れ住ん でいる母親 らしき姿 を見っ ける。 ところが母親 は息

子 の呼 びか けに応 えず 「沈黙」を保 って い る。("Shewouldn'tevenhave

tosaytheword`mother.'Nothinglikethat.Allshehadtodowas

givehimasign,herhandthrustthroughtheleaves..."[37])母

親 の このよ うな態度 は14歳 の少年 の胸 に深 い傷痕 を残 す。 だか らこそ、言葉

を発 しないヴ ァイオ レッ トは母親 のイメー ジと重 な り、 ジョーは彼女 を愛 す

ることがで きな くな って しま うのだ。 このように一見す ると無関係 なエピソー

ドも、 リブによ って、密接 な関わ りが ある ことを読者 は気づか され るので あ
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る。

ジャズの技法 は リブの他 に も使 われてい る。例 えば、 スライ ドの技法 が小

説 の章 と章 のっ なぎ目に用い られてい る。 ス ライ ドは、 ある楽節 の最後 の音

が装飾 的に強調 されて、次の楽節 の最初 の音 にな ることである。9)こ の小説

は全部 で10の 章 に分かれてい るが、それぞれの章 に は番号 もっ いていないし、

タイ トル もない。章 と章 の間 にはあたか もジャズの ブレイ クのよ うに空白の

1ペ ー ジが さ しはさまれて いる。 ブ レイクは、歌の旋律 の楽句 と楽句を橋渡

しす る、器楽 の短 い合 の手で、 リズム ・セクシ ョンのパー トの完全休止の こ

とで ある。10)章か ら章 へ移行 す るとき、 ブレイ クをはさん でス ライ ドが行 わ

れ る。っ ま り、章 の終 わ りの単語が次 の章 にス ライ ドして、引 き継がれて い

る。例 えば、8番 目の章 の最後 の文 は、"Iknowthewordsbyheart."

(193)で あ り、"heart"と い う言 葉で終 わ って い るが、 これ が ス ライ ドし

て、 次 の9番 目 の章 は、"Sweetheart."(195)で 始 ま って い る。 同 じ

"heart"と い う語が使われて いるが
、 この語 の響 きを残 しつっ、 意 味 は変

え られてい る。 スライ ドによ って、前 とのつなが りが示 され、かっ、新 しい

テーマが語 られ ることが示 唆 されてい る。

皿

ヴ ァイオ レッ ト、 ヴ ァイオ レットの母、 ワイル ドが 「狂気」 に陥 るにはそ

れ な りの理 由が あるはずで ある。 ハ ンターズ ・ハ ンターが ジ ョーの母親 の こ

とを 「狂人 に も理 は あ る。」("`Shegotreasons.Evenifshecrazy.

Crazypeoplegotreasons."'[175])と 諭 すが、 この言葉 はおそ ら くこの 鹽

作品 のテーマの一つ であろ う。 モ リス ンは、 どの小説 にお いて も社会の規範

か ら逸脱 す る人物 一 その多 くは女性 であるが 一 を登 場 させ て い る。 前

作 『ビラヴ ド』 に も子殺 しの母親 が登場 する。 そ してモ リス ンは狂気 にいた

る過程 をいっ も独 自の手法 で読者 に理解 させよ うとっ とめて いる。 さ らに こ

の 「狂 人」 が社 会 に受 け入れ られ ることが彼女 の願 いなのである。
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『ジャズ』 において、 ヴァイオ レッ トとい う 「狂人」 が社会 に受 け入 れ ら

れ る可能性 は小説の終わ りの方で暗示 されてい る。 ドーカスの友人 フ ェ リス

は トレース夫 妻を訪 ね、 ドー カスが射殺 された ときの様子 を説 明す る。彼 女

はヴ ァイオ レットを観察 して、 「ヴァイオ レッ トは気が狂 っている」 とい う

噂 は間違 ってい ると判 断す る。("`They'rewrongabouther.Iwentto

lookformyringandthereisnothingcrazyaboutheratall .'"[202])

「気 が狂 って いる」 とい う判断 は誰が下すのか。 フェ リス とい う少女 の 目に

は ヴァイオ レッ トは少 しもおか しくないよ うに映 る。それ どころか フェ リス

は ヴァイオ レッ トや ジョーに親 しみを感 じ、今度 ヴ ァイオ レットの夕食 の誘

いに応 じて、彼女 の言 うとお り髪 を切 って も らお うとい う気 にな る。 フェ リ

スが話 を して いるあいだ、 ヴ ァイオ レットの美容 師 と しての腕 を頼 って不意

に客がや って来 る。 この ことはヴ ァイオ レットが社会 に受 け入 れ られっっ あ

る ことを示唆す るもので あろ う。 この作 品 は1920年 代 にハー レムに生 きる黒

人 の精神的な葛藤を描 いて いるが、小説 の終 わ りでは明 るい要素 も描 いて い

る。 これ は陰鬱な メロデ ィー を奏でっっ も聴 く者 を何 か しら幸福 な気持 ちに

させ るジャズの特 質 と一致す る。

小説の冒頭 で描 かれ る一っの事件 を中心 に して断片 と断片が っなが り、一

つ のタペス トリーが完 成 しよ うとする瞬 間、 ナ レーターは突然、実 は登場人

物全員を 「知 らない」 と告 白す る。11)登場人物 はナ レー ターが想像 したの と

は違 う考 えや感情 を もち、違 う人生 を生 きていた、 と語 り出す。("ltnever

occurredtomethattheywerethinkingotherthoughts,feelingother

feelings,puttingtheirlivestogetherinwaysIneverdreamedof."

[221])つ ま り、 この話 はで っち上げか もしれない と言 い出 すの であ る。 こ

こでは語 りの手法 が極限 にまで押 し進 め られ、試 されて いる。 さ らに語 り手

は読者 に向か って 「あなた」 と話 しか け、そ して語 り手 「私」 はテ クス トそ

の ものに同化 する。

That I have loved only you, surrendered my whole self reckless to
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you and nobody else. That I want you to love me  back and show 
it to me. That I love the way you hold me, how close you let me be 

to you. I like your fingers on and on, lifting, turning. I have 

watched your face for a long time now, and missed your eyes when 

you went away from me. Talking to you and hearing you answer 
— that's the kick . 

 But I can't say that aloud.  .  .  . If I were able I'd say it. 

Say make me, remake me. You are free to do it and I am free 

to let you because look, look. Look where your hands are. 

Now. (229)

イ タ リックの部分で は 「私」 は 「あなた」 を愛 して い るか ら 「あな た」 も

「私」 を愛 して くれと言 う。 そ して 「私」が 「あなた」 に話 しかけ、「あなた」

が 「私」 に答えて くれ ることが最高の喜びであ ると続 けてい る。 テ クス トと

読者が語 り合 うmの ダイアローグはまさに ジャズ にお ける演奏者 と観客 の

コール ・ア ン ド・レスポ ンスの関係 に相応 す る。 ジャズを聴 く観 客 は単な る

聴 き手で はな く、曲 の リズムに反応 し、演 奏者 の呼 びか けに応え、音 楽その

ものに参加 する。

モ リス ンはジャズを聴 く観客 のよ うにテクス トを読む読者が テクス トの読

みその もの に参加す る ことを望 んでいるよ うで ある。で はどのよ うな形で参

加 をす るのか。 モ リス ンは"makeme""remakeme"12)と 語 りか け、読

者 に断片 的な情報 をっ な ぎあわせ、修正 し、欠落部分 を補 い、 テクス トを再

構 築す ることを要求 してい る。13)「 自由 に作 り変 え ることがで きる」 と述 べ

られて いるが、読者 に完全 な 自由が与 え られている とは考 えに くい。作者 は

冒頭で一っ の事 件、一 っの主 題を提示 し、 あ らゆ る出来事 は ここに収斂す る

ことを示 して、読者 の読 みを コ ントロール してい るのであ る。

なぜ モ リス ンはこの ように読者が テクス トの読 みに積極 的に参加す ること

を望 んだのであろうか。 モ リス ンは 『ビラヴ ド』 において は超 自然 的な枠組

みの中で独 自の語 りの手法 を用 いて読者が奴隷 の苦 難を追体験 で きるよ うに

した。 『ジャズ』で は、 モ リス ンは1920年 代 のハ ーレムを舞 台 としたテクス
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トを題材に して読者 自身がテーマを設定 し、それにっいて考え、その人なり

の解釈を し、別のテクス トを作 ることを期待 しているのではないだろうか。

モリスンはテクス ト作 りにおいて作者の完全な優位性を否定 している。

テクス トはつねに作 り変えられる.一 ジャズについて も同 じことが言 え

る。ジャズの起源は1900年 頃にさかのぼるが、以来現在にいたるまでジャズ

は新 しい要素を時代に応 じて取 り込み変化 していっている。 また、ジャズは

即興演奏か らなるという性質上、きちんと楽譜にかきとめ られることは少 な

く、演奏するたびごとにいくらか違 う音楽に変わっていく。モ リスンはこの

小説もジャズのように作り変え られることを願 っているのかもしれない。
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